














































































































サザランドは、 “ホワイトカラー ”という語の生みの親でもある。アメリカの企業を例 とると、こういった組織ぐるみの違法な犯罪を、






































































ロンブローゾは犯罪者の出現は“先祖がえり” （隔世遺伝）によるとし “生来的犯罪者”説をとった。ラファエレ・ガロファロ（一八五二〜一九三四、イタリアの法学者）は、貴族の家に生まれ、法律をおさめ が、刑法に興味をもった。のちに
判事や大学教授を歴任した。ロンブローゾの影響をうけ の社会心理学的研究にしたがい、 “刑事学”の創始者となった。











































































医療紛争・探偵 ストーカー行為）と犯罪に関するものが話の中心であるまず からのべてみよう。ときどき 過
かご
誤（あやまち）を原因として、医師や病院、国を相手として訴訟がおこり、大きな社会問題としてマスコミの話題をさらうこと













医者は知っていただろうから、とぼけることにし 病状 異変 ふせ、そ まま宅診をつづけたものか、真相は明らかでな
やがて夏になり食欲や体力は落ちてきた。家族はまったく気づいていなかったが、老女の肺や腹に水がたまっていたようだ。とくに腹部の水は、












































































































































































































































































































































































































ン・料亭・酒場などへ赴きそうなときは、相手より早くそこへ出むいて じっと標的が現れるのをまつ。そのため探偵は、ときにだいぶ早い時間にソバやトンカツを口に入れねばならない。せっかく高いソバを注文しても 腹がへっていないから、汁だけを飲み、ソバのほうには、はしをつけない。トンカツのばあいは、空腹で い 、とても腹におさ りそう なく口から胃袋に入れ かなり苦し 。
高級レストランや料亭だと、サイフに金がないと店の中に入れないから、しぜん外でうろうろせねばならない。英語に
 h フッカーooker という語があるが、俗語で“わな” “売春婦” “人をひっかけるやつ”の意である。探偵社は、ときに依頼人の意をうけて標的を





































年組の中高年者を金でつって監視役とする。この いたいてい一晩中、電灯をつけて るから、何号室が見張り役をやっ いるかすぐわかる。
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